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査
読
論
文『

菩
提
心
論
』
の
不
読
段
に
関
す
る
一
考
察

佐

々

木

大

樹

一
、
本
稿
の
目
的

　

本
稿
で
主
題
と
す
る
不
読
段
と
は
、
初
学
者
（
特
に
未
灌
頂
の
者
）
が
事
相
（
灌
頂
・
観
法
等
）
に
深
く
関
わ
る
記
事
を
、
み
だ

り
に
読
む
こ
と
を
禁
じ
た
伝
統
で
あ
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
、
不
読
段
の
伝
統
は
遵
守
さ
れ
て
き
た
が
、
明
治
期
以
降
に
な
る
と
徐
々

に
希
薄
と
な
り
、
時
代
の
風
潮
も
あ
っ
て
解
説
や
講
義
を
自
由
に
す
る
流
れ
が
生
じ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な

風
潮
に
疑
念
を
抱
き
、
十
巻
章
の
不
読
段
に
つ
い
て
近
現
代
の
学
匠
の
見
解
を
精
査
し
、「
十
巻
章
の
不
読
段
に
関
す
る
一
考
察
―

近
現
代
の
学
匠
・
著
作
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
四
年
、『
現
代
密
教
』
二
五
、
以
下
「
前
稿
」）
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
点
を
整
理

す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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○
十
巻
章
の
不
読
段
は
講
義
に
よ
ら
ず
、
講
伝
あ
る
い
は
伝
授
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。

　

○
不
読
段
の
範
囲
は
一
様
で
な
く
広
略
の
相
違
が
あ
る
。　

例
：『
弁
顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』

　

○
不
読
段
の
伝
統
が
希
薄
化
し
た
理
由
と
し
て
、
聖
教
の
出
版
・
公
開
、
事
相
に
関
す
る
自
由
議
論
の
風
潮
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

○
近
代
以
前
で
も
、
一
部
の
学
匠
は
不
読
段
の
註
釈
を
行
な
っ
て
い
た
（
小
田
慈
舟
氏
の
指
摘
）。

　

本
稿
で
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
『
弁
顕
密
二
教
論
』『
即
身
成
仏
義
』『
秘
蔵
宝
鑰
』『
菩
提
心
論
』
の
う
ち
、『
菩
提
心
論
』
の

不
読
段
「
三
摩
地
段
」
に
し
ぼ
り（
１
）、
近
代
以
前
の
註
釈
類
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
資
料
と
方
法
論

　

龍
猛
造
と
伝
承
さ
れ
る
『
菩
提
心
論
』
は
、
三
学
録（
２
）や

十
巻
章（
３
）に

収
録
さ
れ
、
ま
た
即
身
成
仏
や
三
昧
耶
戒
の
理
念
に
深
く
関
わ

る
こ
と
か
ら
、
真
言
宗
徒
に
よ
っ
て
多
く
研
究
さ
れ
、
残
さ
れ
た
註
釈
書
の
数
は
膨
大
で
あ
る
。『
菩
提
心
論
』
の
註
釈
類
を
探
す

上
で
簡
便
な
資
料
と
し
て
、
粕
谷
隆
宣
氏
が
作
成
し
た
「「
十
巻
章
」『
秘
蔵
宝
鑰
』『
十
住
心
論
』
関
係
文
献
目
録（
４
）」
は
非
常
に
有

益
で
あ
る
。
同
目
録
に
は
『
菩
提
心
論
』
の
主
要
注
釈
書
と
し
て
一
四
種
、
さ
ら
に
そ
れ
を
含
め
て
一
三
一
種
に
も
及
ぶ
註
釈
類
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
披
見
し
が
た
い
写
本
類
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
刊
行
の
『
菩
提
心
論
』

関
連
資
料
を
中
心
に（
５
）、

さ
ら
に
大
正
大
学
所
蔵
の
資
料
、
ま
た
筆
者
が
所
属
す
る
真
言
宗
智
山
派
が
有
す
る
資
料（
６
）も

可
能
な
か
ぎ
り

参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四

～
八
三
五

）
を
始
点
と
し
て
、
編
年
的
に
『
菩
提
心
論
』
不
読
段
に
関
す
る
記
述
を
検
証
し
て
ゆ
く
が
、

便
宜
上
、
平
安
・
鎌
倉
等
の
時
代
区
分
を
取
り
入
れ
論
述
し
た
。

　

ま
ず
撰
述
年
代
と
不
読
段
の
有
無
を
中
心
に
、『
菩
提
心
論
』
の
註
釈
類
を
整
理
す
る
と
次
表
と
な
る
。
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『菩提心論』註釈書と「三摩地段」註釈の有無

三摩地段を註釈する資料…●　　三摩地段を註釈しない資料…○

『菩提心論』註釈類／西暦 1100	 1200	 1300	 1400	 1500	 1600	 1700	 1800	 1900

平
安
期

①遍満『金剛頂菩提心論略記』
②済暹『金剛頂発菩提心論私抄』
③覚鑁『発菩提心論秘釈』
④―『菩提心記決』
⑤栄西『金剛頂宗菩提心論口決』

　●未詳（～1115年）
　●未詳（～1115年）
　　●未詳（～1143年）
　　 ●未詳（～1165年）
　　  ●1186年

鎌
倉
期

⑥明恵『納涼坊談義記』
⑦道範『菩提心論談義』
⑧頼瑜『菩提心論初心鈔』
⑨頼瑜『菩提心論愚草』
⑩承澄『菩提心論勘文』
⑪―『発菩提心論義記』
⑫安超『菩提心論見聞』

	 　 ●1225年
	 　  ●1240年
	 　　●1260年
	 　　●1265年
	 　　●1265年
		  　●未詳（～1318年）
		  　 ●1328年＊欠本の下巻に三摩

地段があると推定。

南
北
朝･

室
町･

安
土
桃
山
期

⑬杲宝『菩提心論聞書』
⑭本圓『菩提心論密談鈔』
⑮宥快『発菩提心論鈔』
⑯実順『菩提心論口筆』
⑰快全『菩提心論三摩地段鈔』
⑱快全『菩提心論問題』
⑲―『菩提心論三摩地秘談』

		  　　○1349年
		  　　 ●1371年
		  　　  ○1387年
			     ●1405年
			   　 ●未詳（～1424年）
			   　 ○未詳（～1424年）
				     ●未詳（～江戸期）

江
戸
期

⑳亮汰『菩提心論教相記』
㉑亮汰『菩提心論第三段秘記』
㉒恵照『菩提心論観心鈔』
㉓尊祐『菩提心論科文林』
㉔義剛『菩提心論教相記蒙引』
㉕覚眼『菩提心論撮義鈔』
㉖曇寂『菩提心論私記』
㉗曇寂『菩提心論追記』
㉘亮海『菩提心論講莚』
㉙卓義『菩提心論初心鈔記』
㉚周海『菩提心論探秘』
㉛隆瑜『菩提心論拾要記』
㉜義範『菩提心論私記』

				    　　1677年○
		    未詳（1670～1680年）●
				    　　 1681年●
				    　　 1686年○
					       1715年○
			   　 未詳（～1725年）○
					     　1728年●
					     　 1730年●
					     　  1746年○
					     　　1751年●
					     　　 1760年●
						      　  1848年●
						      　　 1877年○
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三
、
弘
法
大
師
空
海
の
『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
理
解

　

弘
法
大
師
空
海
は
、
龍
猛
の
著
作
と
し
て
『
菩
提
心
論
』
を
多
く
引
用
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
『
秘
蔵
宝
鑰
』
第
十
秘
密
荘
厳
心

で
は
、『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
の
全
文
を
引
用
し
、
そ
の
前
後
で
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
引
用
の
直
前
で
は
、
密
教

の
三
摩
地
と
し
て
種
々
の
名
を
挙
げ
、「
す
な
わ
ち
こ
れ
大
日
如
来
の
極
秘

0

0

の
三
昧
な
り
。
文
広
く
し
て
つ
ぶ
さ
に
述
ぶ
る
こ
と
能

わ
ず
」（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
四
六
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
摩
地
段
の
引
用
を
終
え
た
後
、
い
わ
ゆ
る
「
問
答

演
義
」
の
箇
所
で
、
三
摩
地
法
に
関
す
る
用
心
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
答
、
真
言
教
法
は
一
々
の
声
字
、
一
々
の
言
明
、
一
々
の
義
、
一
々
の
成
立
、
各
の
無
辺
の
義
を
具
せ
り
。
劫
を
歴
と
も
窮

盡
し
難
し
。
…
（
中
略
）
…
若
し
実
の
如
く
説
か
ば
、
小
機
は
疑
を
致
し
、
謗
を
生
じ
て
、
定
ん
で
一
闡
提
、
無
間
の
人
と
為

ら
ん
。
是
の
故
に
応
化
の
如
来
は
秘
し
て
談
ぜ
ず
。
伝
法
の
菩
薩
は
置
い
て
論
ぜ
ず
。
意
は
此
に
在
り
。
故
に
『
金
剛
頂
経
』

に
説
か
く
、
此
の
毘
盧
遮
那
三
摩
地
の
法

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
未
灌
頂
の
者
に
向
か
い
て
一
字
を
も
説
く
こ
と
を
得
ず
。
若
し
本
尊
の
儀
軌
・

真
言
は
、
縦
い
同
法
の
行
者
な
り
と
雖
も
、
輙
く
説
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
若
し
説
く
は
、
現
前
に
は
夭
に
中
り
、
殃
を
招
き
、

後
に
は
無
間
獄
に
堕
せ
ん
と
云
々
」（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
四
七
二
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
小
機
の
者
に
対
し
て
深
い
真
言
教
法
を
説
く
と
、
か
え
っ
て
疑
念
や
誹
謗
を
抱
か
せ
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
三
摩
地

や
儀
軌
・
真
言
を
た
や
す
く
説
い
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
『
金
剛
頂
経
』
と
は
、『
時
処
儀
軌（
７
）』
の
取

意
と
さ
れ
て
き
た
が
、
引
用
元
に
は
な
い
「
毘
盧
遮
那
三
摩
地
の
法
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
表
現
を
選
ん
だ
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
が
念
頭
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
金
剛
智
（
六
七
一

～
七
四
一

）

訳
『
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』（
大
正
蔵
№
八
七
六
）
の
「
八
葉
白
蓮
一
肘
間
…
」
の
偈
頌
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
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る
（
後
述
）。

　

上
記
の
引
用
は
、
三
摩
地
等
の
相
承
に
対
す
る
空
海
の
慎
重
な
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
不
読
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
不
読

段
と
の
明
記
は
な
い
。
三
摩
地
段
の
不
読
が
、
空
海
の
意
図
に
適
う
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
世
、
三
摩
地
段
を
不
読
段
と
す

る
伝
統
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
段
階
で
、
前
の
よ
う
な
密
教
特
有
の
考
え
方
が
根
拠
に
な
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
、
平
安
期
の
三
摩
地
段
理
解

　

前
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
近
現
代
の
学
匠
の
多
く
は
、〝
伝
統
〟
を
理
由
に
三
摩
地
段
の
解
説
を
止
め
、
あ
る
い
は

躊
躇
い
な
が
ら
も
解
説
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
度
、
平
安
期
（
～
一
一
八
三
年
頃
）
に
属
す
る
『
菩
提
心
論
』
の
古
い
註
釈
類
を
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
意
外
に
も
、
い
ず
れ
も
三
摩
地
段
を
註
釈
し
て
お
り
、
不
読
の
様
子
も
窺
わ
れ
な
い
。
ま
た
後
世
に
見
る
よ
う
に

行
願
・
勝
義
は
教
相
、
三
摩
地
は
事
相
の
領
域
と
い
う
意
識
も
表
立
っ
て
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

①
遍
満
撰
『
金
剛
頂
菩
提
心
論
略
記
』
全
一
巻

『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九
五
冊
三
四
五
～
三
五
二
頁
所
収
。

　

本
書
は
唯
一
、
中
国
で
製
せ
ら
れ
た
と
伝
承
さ
れ
る
『
菩
提
心
論
』
の
註
釈
書
で
あ
り
、
唐
代
の
僧
で
あ
る
遍
満
（
生
没
年

不　

詳

）
の
撰

述
と
さ
れ
て
い
る
。『
卍
続
蔵
経
』
所
収
本
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
書
写
さ
れ
、
栂
尾
山
高
山
寺
に

秘
蔵
さ
れ
て
き
た
も
の
と
さ
れ
る（
８
）。
本
書
は
、『
菩
提
心
論
』
に
関
す
る
最
古
の
註
釈
書
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
者
や
撰
述
を
め
ぐ

っ
て
種
々
の
疑
難
が
持
た
れ
て
き
た
（『
密
教
大
辞
典
』
二
〇
五
五
頁
参
照
）。
実
際
に
同
書
を
読
む
と
、
金
剛
薩
埵
か
ら
龍
猛
へ
の

付
法
に
関
連
し
て
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
ま
で
密
教
を
伝
え
て
人
々
を
救
済
す
べ
き
と
記
さ
れ
て
お
り（
９
）、

日
本
撰
述
の
可
能
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性
を
窺
わ
せ
る
。

　

し
か
し
、
す
で
に
②
済
暹
撰
『
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
私
抄
』
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら（

（（
（

、
平
安
時
代
に
存
在
し
た
蓋
然
性
は
高
く
、

仮
に
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
と
し
て
も
初
期
の
『
菩
提
心
論
』
理
解
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
三
摩
地

段
を
含
め
『
菩
提
心
論
』
全
文
を
簡
潔
に
注
釈
し
て
お
り
、
不
読
段
等
の
記
述
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

②
済
暹
撰
『
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
私
抄
』
全
四
巻

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
五
～
二
八
頁
（
大
正
蔵
№
二
二
九
二
）
所
収
。

　

本
書
は
、
済
暹
（
一
〇
二
五

～
一
一
一
五

）
に
よ
る
古
い
註
釈
の
一
つ
で
あ
る
が
、
撰
述
年
次
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
堀
内
規
之
氏
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
天
和
二
年
（
一
一
〇
九
）、
寛
助
（
一
〇
五
七

～
一
一
二
五

）
が
復
興
し
た
仁
和
寺
伝
法
会
で
、
済
暹
は
講
師
と
し
て
『
菩
提
心
論
』
の
講
説

を
行
っ
て
お
り
、
本
書
の
撰
述
と
関
連
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
本
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
に
伝
わ
る
平

安
時
代
の
写
本
に
基
づ
く
が
、
巻
二
・
三
が
欠
落
し
て
お
り
、
巻
一
・
四
の
み
が
参
照
可
能
で
あ
る
。
そ
の
巻
四
で
は
、「
夫
会
阿

字
者
…
」
以
降
の
三
摩
地
段
を
詳
細
に
註
釈
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
不
読
の
言
及
は
な
く
、
む
し
ろ
真
言
行
者
は
積
極
的
に
密
教
の

三
摩
地
を
修
め
る
べ
き
と
の
意
識
が
垣
間
見
え
る（

（（
（

。

③
覚
鑁
撰
『
発
菩
提
心
論
秘
釈
』（
＝
菩
提
心
論
題
釈
）
全
一
巻

『
興
教
大
師
全
集
』
上
巻
四
九
～
七
〇
頁
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
一
～
五
頁
（
大
正
蔵
№
二
二
九
一
）、『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』

第
四
七
巻
二
八
七
～
二
九
五
頁
所
収
。

　

真
言
宗
中
興
の
祖
、
興
教
大
師
覚
鑁
（
一
〇
九
五

～
一
一
四
三

）
が
、
本
論
の
題
号
に
つ
い
て
十
門
に
分
け
て
深
秘
釈
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
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現
存
資
料
で
は
十
門
中
の
一
・
二
門
の
解
説
し
か
な
い（

（（
（

。
撰
述
年
次
は
未
詳
で
あ
る（

（（
（

。
本
書
の
後
半
の
十
門
で
は
、
即
身
成
仏
と
関

連
さ
せ
て
題
号
を
註
釈
す
る
中
で
、
三
摩
地
段
中
の
要
文
を
引
く
が
、
不
読
等
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

④
撰
者
未
詳
『
菩
提
心
記
決
』
全
一
巻

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
九
～
一
一
頁
所
収
。

　

本
書
の
撰
述
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
の
京
都
高
山
寺
所
蔵
写
本
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
、
最
古
の
註
釈

で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
撰
述
者
も
不
明
で
あ
る
が
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
三
〇
頁
）
で
は
、
書
写
者
で
あ
る

範
杲
（
生
没
年

不　

詳

）
が
撰
述
者
で
は
な
い
か
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
後
半
に
は
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
空
白
が
四
ヵ
所
（
十

七
行
分
）
あ
り
、
文
意
が
不
明
な
箇
所
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
紙
幅
の
大
半
を
三
摩
地
段
の
解
説
に
費
や
し
、
五
鈷
杵
や

十
六
大
菩
薩
の
秘
説
を
述
べ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
不
読
の
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
（『
真
言
宗
全
書
』
会

報
二
七
参
照
）。

⑤
栄
西
記
『
金
剛
頂
宗
菩
提
心
論
口
決
』
全
一
巻

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
〇
九
～
三
一
六
頁
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
二
九
～
三
二
頁
（
大
正
蔵
№
二
二
九
三
）

所
収
。

　

本
書
は
、
臨
済
宗
の
祖
と
さ
れ
る
栄
西
（
一
一
四
一

～
一
二
一
五

）
に
よ
る
註
釈
で
、
高
野
山
伝
法
院
の
高
覚
房
覚
範
（
生
没
年

不　

詳

）
か
ら
の
要
請
に
応

じ
て
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
七
月
三
日
に
書
い
た
口
決
で
あ
る（

（（
（

。
問
答
の
形
式
で
各
段
を
解
説
し
、
三
摩
地
段
の
註
釈
を
行
っ

て
い
る
。
た
だ
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
の
う
ち
、
結
印
（
入
智
印
）
に
関
し
て
は
割
注
で
「
師
に
問
へ
」（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
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四
七
巻
三
一
四
頁
上
段
）
と
な
っ
て
お
り
、
註
釈
本
文
と
は
別
に
師
か
ら
の
口
伝
が
あ
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

以
上
の
他
、
同
時
期
の
貴
重
な
注
釈
書
と
し
て
、
実
範
（
生
年
不
詳

～
一
一
四
四

）
撰
『
菩
提
心
論
開
見
鈔
』
の
写
本
が
現
存
し
、
東
寺
や
金
沢

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
従
来
は
全
二
巻
の
う
ち
上
巻
の
み
現
存
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
田
戸
大
智
氏
が
兵
庫
県
・
温
泉
寺

に
伝
わ
る
上
下
巻
を
完
備
す
る
同
書
を
発
見
し
た（

（（
（

。
そ
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、『
菩
提
心
論
開
見
鈔
』
に
は
、
後
世
の
『
正
法
眼
蔵
』

『
禅
苑
清
規
』
が
引
か
れ
る
こ
と
か
ら
実
範
の
撰
述
で
は
な
く
、
一
二
〇
二
～
一
三
二
八
年
の
間
、
東
密
学
匠
に
よ
る
著
作
と
結
論

付
け
ら
れ
て
い
る
。『
密
教
大
辞
典
』
二
〇
五
三
頁
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
下
巻
は
三
摩
地
段
の
註
釈
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ

れ
る
が
、
今
回
は
実
見
の
機
会
を
得
ず
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

五
、
三
摩
地
段
所
収
の
『
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』
の
偈
頌

　

こ
こ
で
前
の
⑤
栄
西
『
金
剛
頂
宗
菩
提
心
論
口
決
』
と
関
連
し
て
、『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
に
引
用
さ
れ
る
『
毘
盧
遮
那
三
摩

地
法
』（
大
正
蔵
№
八
七
六
）
の
偈
頌
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

「
八
葉
白
蓮
一
肘
間
　
炳
現
阿
字
素
光
色
　
禅
智
倶
入
金
剛
縛
　
召
入
如
来
寂
静
智
」

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
三
二
八
頁
中
段
）

　

こ
の
偈
頌
は
、
阿
字
観
に
関
す
る
最
古
の
典
拠
で
あ
り
、
真
言
密
教
の
相
承
、
ま
た
臨
終
行
儀
や
引
導
法
に
お
い
て
重
用
さ
れ
て

き
た
。
例
え
ば
興
教
大
師
覚
鑁
は
、
そ
の
著
作
で
あ
る
『
一
期
大
要
秘
密
集
』『
八
葉
観
』『
阿
字
月
輪
観
』『
印
信
大
事
』
等
に
お

い
て
、
こ
の
偈
頌
を
度
々
引
用
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
極
楽
往
生
・
仏
果
得
脱
の
た
め
の
要
文
・
印
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
北

尾
隆
心
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば（

（（
（

、
興
教
大
師
覚
鑁
以
降
、
こ
の
偈
頌
は
『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
か
ら
独
立
し
て
、『
菩
提
心
論
灌
頂
（
印
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信
）』
が
成
立
し
、
多
く
の
流
派
に
お
い
て
師
資
相
承
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。

　
『
国
書
総
目
録
』
中
に
は
、
金
剛
三
昧
院
の
『
菩
提
心
論
灌
頂
』、
高
野
山
持
明
院
・
東
寺
宝
菩
提
院
の
『
菩
提
心
論
灌
頂
印
信
』

の
名
が
見
え
る
の
み
だ
が
、
筆
者
は
幸
い
に
も
智
積
院
に
相
承
さ
れ
る
写
本
『
菩
提
心
論
灌
頂
』
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
資
料
は
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
四
月
二
十
二
日
に
幸
賢
（
生
没
年

不　

詳

）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
臨
終
の
大
事
と

し
て
偈
頌
を
引
き
、
簡
潔
に
外
縛
印
や
阿
字
に
関
す
る
深
秘
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
偈
頌
に
付
随
す
る
印
明
の
相
承
は
、
基
本
的
に
師
か
ら
弟
子
に
秘
密
裏
に
口
伝
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
り（

（（
（

、
鎌
倉
期
以
降
の

註
釈
中
で
は
、
⑧
「
秘
事
有
り
、
更
に
問
へ
」
等
の
言
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
偈
頌
に
つ
い
て
は
、
⑰
「
三
摩
地
法
の
全
文

な
り
」
と
い
う
理
解
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
り
、
偈
頌
の
印
明
に
限
定
さ
れ
て
い
た
秘
密
性
が
後
世
、
拡
大
解
釈
さ
れ
て
三
摩
地
段

全
体
を
不
読
と
す
る
理
解
が
生
じ
た
と
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

六
、
鎌
倉
期
の
三
摩
地
段
理
解

　

平
安
期
と
同
様
、
鎌
倉
期
（
～
一
三
三
三
年
頃
）
の
『
菩
提
心
論
』
註
釈
類
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
三
摩
地
段
を
註
釈
し
て
お

り
、
不
読
の
言
及
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
⑧
頼
瑜
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
の
記
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
時
期
よ
り

行
願
・
勝
義
は
教
相
、
三
摩
地
は
事
相
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
ま
た
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
秘
密
性
が
強
め
ら
れ
相
承
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
明
恵
述
『
納
涼
坊
談
義
記
』
全
一
巻

　

前
川
健
一
『
明
恵
の
思
想
史
的
研
究
―
思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開
―
』（
二
〇
一
二
年
、
法
蔵
館
）
三
〇
一
～
三
一
五
頁
所
収
（
慶
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應
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
蔵
本
に
基
づ
く
翻
刻
）。

　

本
書
は
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
九
月
、
神
護
寺
納
涼
坊
の
伝
法
会
に
お
い
て
、
明
恵
（
一
一
七
三

～
一
二
三
二

）
が
七
日
間
に
わ
た
り
『
菩

提
心
論
』
を
講
義
し
、
そ
れ
を
隆
詮
（
生
没
年
不
詳
）
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
前
川
健
一
氏
に
よ
る
翻
刻
を
見
る
と
、
勝
義
段

等
を
「
初
心
極
位
」
で
あ
る
と
結
ん
だ
う
え
で（

（（
（

、
簡
潔
な
が
ら
も
三
摩
地
段
の
要
点
を
述
べ
て
お
り
、
特
に
不
読
の
様
子
は
見
え
な

い
。
た
だ
、「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

⑦
道
範
記
『
菩
提
心
論
談
義
』（
＝
菩
提
心
論
御
談
義
聞
書
）
全
二
巻

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
一
七
～
三
四
七
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
五
月
に
、
道
助
法
親
王
（
一
一
九
六

～
一
二
四
九

）
の
御
前
で
行
わ
れ
た
『
菩
提
心
論
』
の
談
義
に
基
づ
き
、

正
智
院
道
範
（
一
一
七
八

～
一
二
五
二

）
が
記
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
本
書
は
問
答
の
形
で
、『
菩
提
心
論
』
の
本
文
を
解
説
す
る
も
の
で
あ
り
、
下
巻

に
お
い
て
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
を
含
め
三
摩
地
段
の
全
体
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
背
景
に
は
、
即
身
成
仏
を
果
た
す

た
め
に
は
三
摩
地
の
実
践
が
不
可
欠
と
の
認
識
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（

（（
（

。
同
書
に
お
い
て
、
三
摩
地
は
実
修
す
べ
き
も
の
で

あ
る
か
ら
無
益
な
談
論
は
不
要
と
し
な
が
ら
も（

（（
（

、
三
摩
地
段
を
不
読
と
す
る
理
解
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

⑧
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
全
二
巻

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
九
一
～
一
三
五
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
新
義
真
言
教
学
の
大
成
者
と
さ
れ
る
頼
瑜
（
一
二
二
六

～
一
三
〇
四

）
が
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）、
木
幡
院
に
滞
在
し
た
折
に
、
あ

る
人
の
勧
め
に
よ
っ
て
初
心
の
披
覽
の
た
め
に
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。『
菩
提
心
論
』
の
本
文
に
沿
っ
て
解
説
し
、
下
巻
に
お
い
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て
三
摩
地
段
も
ま
た
註
釈
さ
れ
て
お
り
、
不
読
の
言
及
も
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
上
巻
の
最
後
で
は
、
行
願
・
勝
義
は
「
教
相
の
分
」

と
し
て
お
り（

（（
（

、
三
摩
地
段
は
事
相
に
属
す
べ
き
と
の
理
解
が
読
み
と
れ
る
。
ま
た
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
の
箇
所
で
は
、
註
釈
と

は
別
に
「
秘
事
」
が
あ
る
か
ら
師
に
問
う
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

本
註
釈
書
は
、
江
戸
期
に
版
本
が
作
成
さ
れ
、
後
の
⑬
杲
宝
述
『
菩
提
心
論
聞
書
』
や
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
と
と
も
に
流

布
し
た
よ
う
で
あ
り
、
智
山
書
庫
に
は
最
多
の
十
一
本
が
現
存
し
て
お
り（

（（
（

、
智
山
の
教
学
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
も
の
と
考
え
ら

え
る
。

⑨
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
愚
草
』
全
四
巻

『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一
巻
一
～
一
七
七
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
七
月
に
高
野
山
伝
法
院
で
行
わ
れ
た
伝
法
会
談
義
に
基
づ
き
、
頼
瑜
が
撰
述
し
た
註
釈
で
あ

り
、
さ
ら
に
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
十
月
、
醍
醐
寺
・
清
瀧
礼
殿
で
開
か
れ
た
秋
季
談
義
を
反
映
し
て
加
筆
さ
れ
た
と
い
う（

（（
（

。
本

書
は
、『
菩
提
心
論
』
の
本
文
に
沿
い
な
が
ら
論
義
の
項
目
を
立
て
、
問
答
形
式
で
註
釈
し
て
い
る
。
巻
三
・
四
に
お
い
て
三
摩
地

段
に
関
す
る
事
項
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
箇
所
で
も
同
様
で
あ
る
。

⑩
承
澄
撰
『
菩
提
心
論
勘
文
』
全
四
巻

『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
一
～
九
〇
頁
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
図
像
第
九
巻
五
九
四
～
六
三
八
（『
阿
娑
縛
抄
』
一
八
三
～
一

八
五
）
所
収
。

　

本
書
は
、
台
密
の
学
匠
で
あ
る
承
澄
（
一
二
〇
五

～
一
二
八
二

）
が
、
談
義
等
で
見
聞
し
た
『
菩
提
心
論
』
の
要
点
を
一
種
の
備
忘
録
と
し
て
文
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永
二
年
（
一
二
六
五
）
四
月
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
中
巻
の
中
途
か
ら
最
後
ま
で
、「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
の
箇
所
を
含
め
、

三
摩
地
段
を
詳
細
に
解
説
し
て
お
り
、
不
読
と
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

⑪
撰
者
不
詳
『
発
菩
提
心
論
義
記
』
全
一
巻
（
智
積
院
新
文
庫
所
蔵
写
本
）

　

本
書
は
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
等
に
未
収
録
の
資
料
で
あ
る
が
、
新
文
庫
の
目
録
二
四
〇
頁
に
よ
れ
ば
鎌
倉
後
期
頃
の
書
写
と

さ
れ
る
。
奥
書
に
は
、
書
写
年
次
と
し
て
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
の
記
が
あ
り
、
本
書
の
撰
述
は
そ

の
年
次
を
遡
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
表
紙
に
は
、「
亮
盛
」
の
識
語
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
伝
持
者
と
推
測
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、

『
菩
提
心
論
』
の
大
意
を
述
べ
た
後
、
論
題
・
撰
者
・
訳
者
に
次
い
で
本
分
解
釈
が
行
わ
れ
る
が
、
行
願
・
勝
義
の
み
で
あ
る
。
表

紙
に
「
發
菩
提
心
論
義
記
巻
上
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
下
に
は
三
摩
地
段
の
解
説
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
欠
本
し
て
い

る
。

⑫
安
超
記
『
菩
提
心
論
見
聞
』
全
四
巻

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
三
三
～
一
一
六
頁
（
大
正
蔵
№
２
２
９
４
）
所
収
。

　

本
書
は
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
八
月
七
日
、
尾
州
の
安
楽
寺
で
行
わ
れ
た
談
義
を
も
と
に
安
超
（
生
没
年

不　

詳

）
が
記
し
た
も
の
で

あ
り
、
天
台
宗
・
台
密
の
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
同
書
の
巻
三
の
途
中
「
三
摩
地
事
」
以
下
、
三
摩
地
段
に
関
す
る
事
項
が
問
答

を
交
え
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
お
り
、
不
読
の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
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七
、
南
北
朝
・
室
町
・
安
土
桃
山
期
の
三
摩
地
段
理
解

　

南
北
朝
・
室
町
・
安
土
桃
山
期
（
～
一
六
〇
〇
年
頃
）
に
は
、『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
段
へ
の
註
釈
を
省
略
（
＝
不
読
）
す
る
傾

向
が
生
じ
、
行
願
・
勝
義
は
教
相
、
三
摩
地
は
事
相
と
い
う
認
識
が
顕
著
と
な
っ
て
く
る
。
⑭
『
菩
提
心
論
密
談
鈔
』
奥
書
に
は
、

「
三
摩
地
段
相
承
血
脈
」
と
い
う
系
譜
が
登
場
し
、
ま
た
三
摩
地
段
の
み
に
特
化
し
た
註
釈
類
と
し
て
、
⑰
『
…
三
摩
地
段
鈔
』
や

⑲
『
…
三
摩
地
秘
段
』
等
が
撰
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
摩
地
段
の
註
釈
を
省
略
す
る
同
時
期
の
註
釈
書
と
し
て
、
⑬
杲
宝
『
菩

提
心
論
聞
書
』
や
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
両
註
釈
書
は
、
江
戸
期
に
度
々
版
本
が
作
ら
れ
流
布
し
た

こ
と
か
ら
、
後
世
、
不
読
段
の
伝
統
が
確
立
さ
れ
る
時
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
杲
宝
述
『
菩
提
心
論
聞
書
』（
＝
菩
提
心
論
鈔（

（（
（

）
全
七
巻

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
一
〇
五
～
一
一
七
頁
、『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
一
三
七
～
二
四
五
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
十
二
月
か
ら
翌
五
年
十
二
月
の
東
寺
勧
学
会
の
恒
例
談
義
に
お
い
て
、
読
師
を
勤
め
た
杲
宝

（
一
三
〇
三

～
一
三
六
二

）
の
口
説
を
も
と
に
、
聴
衆
（『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
二
頁
で
は
賢
宝
と
推
測
）
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

本
書
は
、
初
め
て
三
摩
地
段
を
省
略
し
た
註
釈
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
不
読
の
理
由
と
し
て
「
雑
秘
密
事
を
説
く
の
間
、
之
を
略

す
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
四
三
頁
の
「
著
者
略
伝
」
に
よ
れ
ば
、
杲
宝
は
性
心
（
一
二
八
七

～
一
三
五
七

）
に
も
師
事
し
た
と

さ
れ
る
が
、
こ
の
性
心
は
「
三
摩
地
段
相
承
血
脈
」
に
名
を
連
ね
る
学
僧
で
あ
り
、
同
師
よ
り
三
摩
地
段
に
関
わ
る
秘
訣
を
相
承
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
次
項
⑭
参
照
）。

　

本
書
は
江
戸
期
に
版
本
が
作
成
さ
れ
、
⑧
頼
瑜
撰
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
や
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
と
と
も
に
流
布
し
た
よ
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う
で
あ
り
、
智
山
書
庫
に
は
『
菩
提
心
論
鈔
』（
七
巻
本
）
の
名
で
五
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
後
世
へ
の
影
響
は
宥
快
の

註
釈
と
と
も
に
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
、
江
戸
期
の
㉘
亮
海
『
菩
提
心
論
講
莚
』
で
は
、
不
読
の
理
由
と
し
て
杲
宝
と

宥
快
の
両
註
釈
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

⑭
本
圓
『
菩
提
心
論
密
談
鈔
』
全
五
巻

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
一
三
～
一
〇
四
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
山
城
男
山
八
幡
の
善
法
律
寺
の
教
覚
上
人
本
圓
（
一
三
〇
一

～
没
年
不
詳

）
が
、
深
草
金
剛
寿
院
で
の
先
師
性
心
（
一
二
八
七

～
一
三
五
七

）
の
密
談
を

書
き
留
め
た
も
の
で
、
後
に
伝
授
の
要
請
を
う
け
、
さ
ら
に
清
書
・
校
合
を
重
ね
、
応
安
四
年
（
一
三
七
一
）
六
月
に
完
成
さ
せ
た
。

『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
〇
～
三
一
頁
に
よ
れ
ば
、
主
に
『
金
剛
頂
経
』
を
所
依
と
し
な
が
ら
、
九
〇
部
に
及
ぶ
経
軌
章
疏
を
参
照

し
た
と
評
さ
れ
る
。
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
箇
所
を
含
め
、
巻
二
か
ら
巻
五
ま
で
三
摩
地
段
を
詳
説
し
て
お
り
、
本
書
は
三
摩
地

段
の
註
釈
が
主
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
奥
書
に
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
「
三
摩
地
段
相
承
血
脈
」
と
し
て
、
相
承
系

譜
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

○朱
大
圓
上
人

「
良
胤

○朱
相
意
上
人
○朱
圓
光
上
人
○朱
行
乗
上
人
○朱
先
師
上
人

　
圓
珠
―
良
合
（
マ
マ
）―
良
奝
―
性
心
―
本
圓
」（『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
一
〇
四
頁
上
段
）

『
真
言
宗
全
書
』
解
題
で
は
、
こ
の
系
譜
の
こ
と
を
醍
醐
金
剛
王
院
相
伝
の
三
宝
院
流
に
相
承
さ
れ
る
『
菩
提
心
論
』
の
大
事
口
決

と
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
相
承
に
名
を
連
ね
る
良
胤
（
一
二
一
一

～
一
二
九
一

）、
圓
珠
（
生
没
年

不　

詳

）、
良
含
（
生
没
年

不　

詳

：
良
合
は
誤
り
）、
良
奝ち
ょ
う（
生
没
年

不　

詳

）
は
、
い

ず
れ
も
『
菩
提
心
論
』
の
註
釈
書
を
著
し
て
い
な
い
が
、
性
心
は
『
菩
提
心
論
密
法
鈔
』
全
三
巻
を
著
し
て
い
る
。『
仏
書
解
説
大



『菩提心論』の不読段に関する一考察

― 49 ―

辞
典
』
等
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
菩
提
心
論
密
法
鈔
』
の
写
本
は
、
種
智
院
大
学
（
旧
京
都
専
門
学
校
）
所
蔵
と
さ
れ
る
が
、
問
い
合

せ
た
と
こ
ろ
現
在
は
消
失
し
て
い
る
と
い
う
。
師
の
性
心
と
弟
子
本
圓
の
註
釈
書
を
比
較
対
照
で
き
れ
ば
、
三
摩
地
段
相
承
の
内
実

が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
だ
け
に
残
念
で
あ
り
、
他
の
書
写
本
が
現
存
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
み
で
あ
る
。『
…
密

法
鈔
』
と
い
う
題
か
ら
す
る
と
三
摩
地
段
を
註
釈
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
く
、
本
圓
も
ま
た
、
そ
の
学
風
を
継
承
し
て
積
極
的
に
三

摩
地
段
を
註
釈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

⑮
宥
快
述
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
全
十
巻

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
二
二
三
～
三
六
七
頁
、『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
二
四
七
～
三
八
四
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
至
徳
四
年
（
一
三
八
七
）
五
月
頃
、
宝
性
院
で
行
わ
れ
た
談
義
に
お
い
て
、
南
山
教
学
の
大
成
者
と
評
さ
れ
る
宥
快

（
一
三
四
五

～
一
四
一
六

）
が
『
菩
提
心
論
』
に
つ
い
て
講
じ
、
そ
の
口
説
を
も
と
に
聴
衆
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
（『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
三

頁
上
段
参
照
）。

　

本
書
に
お
い
て
も
三
摩
地
段
が
省
略
さ
れ
る
が
、
理
由
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
宥
快
自
身
の
意
図
な
の
か
、
あ
る
い
は
筆

記
者
の
判
断
で
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
宥
快
に
は
他
に
『
菩
提
心
論
聞
書
』（
宝
寿
院
所
蔵

写
本
）、『
菩
提
心
論
口
筆
』（
同
所
蔵
写
本
）、『
菩
提
心
論
古
草
』
と
い
う
註
釈
を
著
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

本
書
は
、
江
戸
期
に
版
本
が
作
ら
れ
広
く
流
布
し
た
よ
う
で
あ
り
、
智
山
書
庫
に
は
『
菩
提
心
論
鈔
』（
十
巻
本
）
の
名
で
十
本
が

現
存
し
て
い
る（

（（
（

。
智
山
書
庫
所
蔵
本
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
⑧
頼
瑜
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』、
⑬
杲
宝
『
菩
提
心
論
聞
書
』
と
と
も
に
、

本
書
は
よ
く
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
江
戸
期
に
お
け
る
不
読
段
の
定
着
に
お
い
て
、
強
い
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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⑯
実
順
『
菩
提
心
論
口
筆
』
全
一
巻
（
大
正
大
学
所
蔵
版
本
）

　

本
書
は
、
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）、
小
野
末
資
の
実
順
（
生
没
年

不　

詳

）
が
、
高
野
山
西
谷
の
草
庵
に
お
い
て
客
僧
の
要
請
に
応
え
て

『
菩
提
心
論
』
を
講
じ
た
も
の
と
記
さ
れ
る
。
実
順
は
当
初
、
勝
義
・
行
願
の
二
段
の
み
を
扱
い
、
三
摩
地
段
を
省
略
し
た
と
こ
ろ
、

南
都
律
宗
の
枽
城
の
要
望
が
あ
っ
て
、
三
摩
地
段
を
講
じ
た
と
い
う
。
聴
衆
に
は
、
他
に
同
宿
・
祐
潤
・
師
豪
等
が
い
た
と
い
う（

（（
（

。

筆
者
が
見
た
も
の
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
版
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
摩
地
段
に
限
定
し
て
詳
細
な
解
説
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
勝
義
・
行
願
の
口
筆
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
本
書
は
、『
菩
提
心
論
』
本
文
に
割
注
の
形

で
註
釈
を
加
え
る
が
、
そ
の
冒
頭
「
第
三
三
摩
地
者
…
」
の
箇
所
で
、
三
摩
地
段
を
註
釈
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

「
如
是
観
已
者
と
は
、
勝
義
・
行
願
の
二
心
を
捐
つ
る
。
是
れ
則
ち
悲
・
智
の
二
徳
は
、
助
行
を
成
ず
と
雖
ど
も
、
三
摩
地
の

心
を
欠
し
ぬ
れ
ば
、
成
仏
の
実
益
を
得
る
に
由
し
無
し
。
故
に
何
能
証
等
を
云
う
。『
不
空
心
要
』
に
云
わ
く
、
若
し
此
の
三

摩
地
を
修
せ
ず
し
て
、
成
仏
を
得
る
と
い
わ
ば
、
是
の
処
は
有
る
こ
と
無
し
。
之
を
思
う
べ
し
」（
一
丁
右
）

　

引
用
に
よ
れ
ば
、
勝
義
・
行
願
は
あ
く
ま
で
も
成
仏
の
助
行
で
あ
り
、
三
摩
地
の
実
修
が
な
け
れ
ば
、
成
仏
の
実
益
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑰
快
全
記
『
菩
提
心
論
三
摩
地
段
鈔
』
全
一
巻

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
三
六
九
～
三
九
八
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
高
野
山
の
学
匠
で
あ
る
快
全
（
生
年
不
詳

～
一
四
二
四

）
に
よ
る
三
摩
地
段
に
限
定
し
た
註
釈
で
あ
り
、
不
読
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
三
頁
に
よ
れ
ば
、
本
来
は
行
願
・
勝
義
の
二
段
を
含
め
て
全
体
の
註
釈
で
あ
っ
た
が
、
後
に
三
摩
地
段
の

み
が
独
立
し
て
同
題
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。『
真
言
宗
全
書
』
解
題
の
三
三
頁
お
よ
び
三
五
一
～
三
五
二
頁
に
よ
れ
ば
、
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快
全
は
宥
快
に
師
事
し
た
学
僧
で
あ
り
、
そ
の
著
作
に
は
宥
快
の
口
説
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』

と
併
せ
て
本
書
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
高
野
の
宝
門
相
伝
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

　

三
摩
地
段
の
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
で
は
、
結
印
に
つ
い
て
の
師
伝
を
記
す
と
と
も
に
、「
学
者
の
一
義
に
云
わ
く
、
今
、
此
の

四
句
の
文
は
三
摩
地
法
の
全
文
な
り
」（『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
三
八
三
頁
上
段
）
と
い
う
説
が
示
さ
て
い
る
。
引
用
の
「
三
摩
地

法
」
は
、『
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』
な
の
か
、
あ
る
い
は
『
菩
提
心
論
』
中
の
三
摩
地
段
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

し
ろ
同
偈
頌
に
密
教
の
精
髄
が
集
約
さ
れ
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
後
世
、

同
偈
頌
の
印
明
に
限
定
さ
れ
た
秘
密
性
が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
三
摩
地
段
全
体
を
不
読
段
と
す
る
理
解
が
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑱
快
全
口
『
菩
提
心
論
問
題
』
全
二
巻
（
智
山
書
庫
所
蔵
活
字
本
）

　

本
書
は
、
本
論
の
流
れ
に
沿
っ
て
問
答
形
式
で
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
を
説
き
明
か
す
も
の
で
、
寛
文
六
年
（
一
六
六

六
）
に
高
野
山
金
剛
峯
寺
で
開
版
さ
れ
、
明
治
十
三
年
版
（
一
八
八
〇
）
も
現
存
し
て
い
る
。
著
者
は
前
⑰
と
同
様
に
快
全
で
あ
る

が
、
三
摩
地
段
に
関
わ
る
問
題
は
取
り
上
げ
ず
、
省
略
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑲
撰
者
不
詳
『
菩
提
心
論
三
摩
地
秘
談
』
全
一
巻
（
智
積
院
新
文
庫
所
蔵
写
本
）

　

本
書
は
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
等
に
未
収
録
の
資
料
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、「
菩
提
心
論
三
摩
地
秘
談
」
の
題
号
が
あ
り
、
表
紙

下
方
に
は
「
第
二
重
　
第
三
重
」
の
記
、
さ
ら
に
書
写
者
あ
る
い
は
伝
持
者
と
推
測
さ
れ
る
「
弘
賢
」
の
識
語
が
見
え
る
。
題
号
の

下
に
は
、
本
書
の
撰
述
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
「
丙
刀
」、「
深
圓
」（
あ
る
い
は
源
圓
か
）
と
い
う
人
名
が
記
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
詳

で
あ
る
。
新
文
庫
の
目
録
（
二
四
一
頁
）
に
は
江
戸
期
写
本
と
記
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
そ
の
内
容
か
ら
暫
定
的
に
江
戸
期
以
前
の
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註
釈
と
位
置
づ
け
た
。

　

本
書
の
文
字
は
判
読
が
難
し
い
が
、
三
摩
地
段
に
関
す
る
秘
説
を
述
べ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
談
義
が
元
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
本
書
の
構
成
は
特
殊
で
あ
り
、
三
摩
地
段
の
前
半
と
後
半
を
入
れ
替
え
て
、
ま
ず
「
凡
人
心
如
合
蓮
華
花
仏
心
如
満
月
」
か

ら
最
後
ま
で
を
扱
い
、「
以
上
第
二
重
畢
」
と
し
、
そ
の
上
で
三
摩
地
段
の
冒
頭
か
ら
「
法
爾
応
住
普
賢
大
菩
提
心
」
か
ら
五
相
成

身
観
ま
で
を
解
説
し
、「
以
上
秘
々
中
深
秘
畢
／
第
三
重
畢
」
と
記
し
て
い
る
。

八
、
江
戸
期
の
三
摩
地
段
理
解

　

江
戸
期
（
～
一
八
六
七
年
頃
）
に
な
る
と
行
願
・
勝
義
は
教
相
、
三
摩
地
は
事
相
と
い
う
認
識
が
固
ま
り
、
⑬
杲
宝
『
菩
提
心
論

聞
書
』
や
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
等
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
三
摩
地
段
を
不
読
段
と
す
る
理
解
が
あ
る
程
度
、
共
通
認
識
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
現
代
の
諸
学
匠
に
お
け
る
不
読
段
の
理
解
は
、
直
接
的
に
は
同
時
期
の
伝
統
に
由
来
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
し
か
し
、
不
読
段
が
伝
統
と
し
て
定
着
す
る
一
方
、
㉑
亮
汰
『
菩
提
心
論
第
三
段
秘
記
』、
㉒
恵
照
『
菩
提
心
論
観
心
鈔
』、
㉖

曇
寂
『
菩
提
心
論
私
記
』、
㉗
同
『
菩
提
心
論
追
記
』、
㉙
卓
義
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
記
』、
㉚
周
海
『
菩
提
心
論
探
秘
』、
㉛
隆
瑜
『
菩

提
心
論
拾
要
記
』
の
よ
う
に
、
三
摩
地
段
を
積
極
的
に
註
釈
す
る
書
も
存
在
し
て
お
り
、
江
戸
期
の
理
解
も
一
様
で
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

⑳
亮
汰
述
『
菩
提
心
論
教
相
記
』（
附
『
菩
提
心
論
教
相
記
玄
談
』）
全
二
巻

『
続
豊
山
全
書
』
第
三
巻
四
七
～
九
〇
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
豊
山
・
長
谷
寺
第
十
一
世
能
化
の
亮
汰
（
一
六
二
二

～
一
六
八
〇

）
が
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
か
ら
翌
五
年
に
か
け
て
著
し
た
も�
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の
で
、
序
文
に
あ
た
る
『
菩
提
心
論
教
相
記
玄
談
』
と
、
本
文
に
あ
た
る
『
菩
提
心
論
教
相
記
』
と
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。『
菩

提
心
論
教
相
記
玄
談
』
に
よ
れ
ば
、
亮
汰
自
ら
初
学
者
の
た
め
に
本
論
を
分
科
し
、
平
易
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
い
る
（『
続
豊

山
全
書
』
解
題
一
七
～
二
〇
頁
、
大
沢
聖
寛
記
参
照
）。『
菩
提
心
論
教
相
記
』
に
は
、
三
摩
地
段
の
本
文
を
載
せ
る
も
、
分
科
お
よ

び
解
説
を
控
え
て
お
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、『
菩
提
心
論
教
相
記
玄
談
』
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。

「
五
に
記
の
意
を
叙
ぶ
れ
ば
、
論
を
開
く
に
三
門
な
り
。
一
は
行
願
、
二
は
勝
義
、
三
は
三
摩
地
な
り
。
相
承
の
伝
に
云
わ
く
、

初
の
二
門
は
教
相

0

0

に
於
い
て
之
を
談
じ
、
後
の
一
門
は
事
相

0

0

に
就
い
て
之
を
習
う
」（『
菩
提
心
論
教
相
記
玄
談
』：『
続
豊
山
全

書
』
第
三
巻
四
七
頁
下
段
）

　

亮
汰
が
相
承
し
た
伝
に
よ
れ
ば
、
行
願
・
勝
義
は
教
相
の
場
で
談
じ
て
よ
い
が
、
三
摩
地
の
み
は
事
相
の
領
域
、
す
な
わ
ち
阿
闍

梨
に
就
い
て
伝
授
を
受
け
、
実
習
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
初
学
者
向
け
に
著
さ
れ
た
と
い
う
本
書
の
性
格
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

㉑
亮
汰
撰
『
菩
提
心
論
第
三
段
秘
記
』
全
一
巻

『
続
豊
山
全
書
』
第
三
巻
九
一
～
一
〇
三
頁
所
収
。

　

本
書
は
、『
続
豊
山
全
書
』
解
題
二
〇
～
二
二
頁
（
大
沢
聖
寛
記
）
に
よ
れ
ば
、
⑳
『
菩
提
心
論
教
相
記
』
の
完
成
し
た
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
か
ら
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
間
、
亮
汰
五
六
才
か
ら
五
九
才
ま
で
に
完
成
さ
れ
た
著
作
と
さ
れ
る（

（（
（

。
本
書
は
、

亮
汰
が
相
承
し
た
秘
説
に
も
と
づ
き
、
三
摩
地
段
に
限
定
し
て
詳
細
に
解
説
す
る
が
、
三
摩
地
段
の
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
箇
所

で
は
、「
此
の
頌
は
、
是
れ
更
に
秘
伝
多
し
。
明
師
に
就
い
て
之
を
習
え
」（『
続
豊
山
全
書
』
第
三
巻
九
七
頁
下
段
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
は
、
三
摩
地
段
の
中
で
も
、「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
は
、
阿
闍
梨
か
ら
の
伝
授
を
前
提
と
す
る
特
別
な
も
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の
と
の
認
識
が
読
み
と
ら
れ
る
。

㉒
恵
照
『
菩
提
心
論
観
心
鈔
』
全
二
巻
（
大
正
大
学
所
蔵
版
本
）

　

本
書
は
、
智
山
・
運
敞
（
一
六
一
四

～
一
六
九
三

）
門
下
の
学
僧
で
あ
る
恵
照
（
一
六
二
八

～
一
七
〇
八
頃

）
が
、
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
著
し
た
注
釈
書
で

あ
り
、
三
摩
地
段
を
含
め
本
論
全
体
を
解
説
し
て
い
る
（『
智
山
全
書
』
解
題
四
六
八
頁
参
照（

（（
（

）。
本
書
は
『
菩
提
心
論
』
本
文
を
記

載
し
、
割
注
の
形
で
解
説
を
施
す
が
、
そ
の
冒
頭
「
第
三
言
三
摩
地
者
…
」
で
、
三
摩
地
段
に
示
さ
れ
る
秘
観
こ
そ
が
本
論
の
核
心

と
述
べ
て
お
り
、
註
釈
を
し
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

「
論
の
詮
要
は
更
に
他
の
事
に
非
ず
。
将
に
即
ち
斯
の
秘
観
を
授
け
ん
と
す
る
に
在
り
」（
下
巻
一
丁
右
）

㉓
尊
祐
『
菩
提
心
論
科
文
林
』
全
一
巻
（
大
正
大
学
所
蔵
版
本
）

　

本
書
は
、
長
谷
寺
・
豊
山
第
十
六
世
能
化
の
尊
祐
（
一
六
四
五

～
一
七
一
七

）
が
、
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
に
撰
述
し
た
注
釈
書
で
、
貞
享
三�

年
（
一
六
八
六
）
に
版
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
初
学
者
用
と
し
て
、
⑳
亮
汰
『
菩
提
心
論
教
相
記
』
は
ま
だ
難

し
い
か
ら
、
よ
り
簡
略
に
し
た
と
の
意
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
丁
右
）。
本
書
も
ま
た
三
摩
地
段
の
本
文
を
載
せ
る
も
の
の
、
そ
れ

に
対
す
る
科
文
お
よ
び
解
説
を
省
略
し
て
い
る
。

㉔
義
剛
『
菩
提
心
論
教
相
記
蒙
引
』
全
二
巻
（
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
）

　

本
書
は
、
高
野
山
の
学
僧
で
あ
る
義
剛
（
生
年
不
詳

～
一
七
一
五

）
に
よ
る
注
釈
書
で
あ
る
が
、
三
摩
地
段
の
解
説
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
義
剛

は
省
略
の
理
由
と
し
て
、
下
巻
末
で
⑳
亮
汰
の
序
文
『
菩
提
心
論
教
相
記
玄
談
』
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。



『菩提心論』の不読段に関する一考察

― 55 ―

「
○
下
の
所
明
三
摩
地
文
は
、
第
三
段
を
解
か
ざ
る
の
所
由
を
言
う
。
○
宝
鑰
証
第
十
、
九
種
住
心
を
引
証
す
前
々
に
已
に
顕

る
故
に
今
は
続
い
て
第
十
を
明
す
。
○
『
玄
談

0

0

』
に
述
ぶ
る
が
如
し
。
委
説
を
玄
叙
に
譲
る
」（
七
六
丁
左
）

㉕
覚
眼
述
『
菩
提
心
論
撮
義
鈔
』
全
二
巻

『
智
山
全
書
』
第
八
巻
三
五
三
～
三
七
六
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
智
山
・
智
積
院
第
十
一
世
能
化
の
覚
眼
（
一
六
四
三

～
一
七
二
五

）
が
、
初
学
の
末
徒
に
た
め
に
撰
述
し
た
『
十
巻
章
撮
義
鈔
』
の
一�

本
で
あ
る
（『
密
教
大
辞
典
』
二
一
七
頁
、『
智
山
全
書
』
解
題
二
一
九
頁
の
佐
藤
隆
賢
記
お
よ
び
同
四
七
一
頁
参
照
）。
本
書
の
撰

述
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
智
山
勧
学
会
・
智
心
会
編
『
国
訳　

菩
提
心
論
撮
義
鈔
』（
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
連
の
撮

義
鈔
が
著
さ
れ
た
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
頃
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
三
摩
地
段
の

解
説
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
五
相
成
身
観
や
三
密
行
等
は
、
教
相
の
場
で
談
じ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

「
△
第
三
言
三
摩
地
者
等
已
下
は
、
単
え
に
三
摩
地
の
菩
提
心
を
釈
す
。
此
の
三
摩
地
の
釈
段
は
、
五
相
・
三
密
の
内
証
を
顕

わ
す
。
教
相

0

0

の
所
談
に
非
ざ
る
故
に
、
講
論
の
庭
に
臨
ん
で
講
呪
を
省
く
。
故
に
今
亦
た
略
し
て
鈔
ら
ざ
る
こ
と
知
ん
ぬ
べ
し
」

（『
智
山
全
書
』
第
八
巻
三
七
六
頁
上
段
）

　

覚
眼
が
三
摩
地
段
を
省
略
し
た
要
因
と
し
て
、
本
書
が
初
学
者
向
け
の
註
釈
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
仏
書
解

説
大
辞
典
』
第
九
巻
四
二
六
頁
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
宥
快
の
⑮
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
を
主
に
依
用
し
て
お
り
、
そ
の
学
風
の
影
響
も

ま
た
考
え
ら
れ
る
。
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㉖
曇
寂
記
『
菩
提
心
論
私
記
』
全
四
巻

『
続
真
言
宗
全
書
』
第
十
一
巻
二
〇
一
～
三
三
二
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
山
城
五
智
山
の
学
僧
で
あ
る
曇
寂
（
一
六
七
四

～
一
七
四
二

）
が
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
母
の
廻
向
を
目
的
に
撰
述
し
た
も

の
で
あ
る（

（（
（

。
行
願
・
勝
義
の
両
段
は
、
主
に
⑫
杲
宝
『
菩
提
心
論
聞
書
』
を
引
用
す
る
が
、
巻
三
の
中
途
（『
続
真
言
宗
全
書
』
第

一
一
巻
七
五
頁
）
以
降
お
よ
び
巻
四
で
三
摩
地
段
を
詳
細
に
解
説
し
て
お
り
、
不
読
の
言
及
も
見
ら
れ
な
い
（『
続
真
言
宗
全
書
』

解
題
五
五
～
五
七
頁
参
照
）。

㉗
曇
寂
記
『
菩
提
心
論
追
記
』
全
四
巻

『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一
巻
一
三
一
～
三
六
三
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
曇
寂
が
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
真
言
の
教
え
を
学
ぶ
徒
弟
の
た
め
に
記
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
註
釈
書
㉖
に
も
と

づ
く
講
義
録
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
三
摩
地
段
を
含
め
、『
菩
提
心
論
』
の
要
文
を
取
り
上
げ
て
註
釈
し
て
お
り
、
前
書
㉖
と
同
様
、

不
読
の
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
（『
続
真
言
宗
全
書
』
解
題
五
七
頁
参
照
）。

㉘
亮
海
撰
『
菩
提
心
論
講
莚
』
全
二
巻

『
智
山
全
書
』
第
八
巻
七
六
一
～
七
八
〇
頁
所
収
。

　

本
書
は
、
智
山
の
学
匠
で
あ
る
亮
海
（
一
六
九
八

～
一
七
五
五

）
が
、
弘
法
大
師
へ
の
報
恩
の
念
か
ら
十
巻
章
全
編
の
講
演
を
誓
い
、
延
亨
二
年
（
一

七
四
五
）
十
二
月
、
調
月
村
の
大
歳
大
明
神
内
の
神
宮
寺
に
お
い
て
、
百
余
人
の
僧
を
集
め
て
講
義
し
た
も
の
の
抄
録
で
あ
る（

（（
（

。
本

書
は
度
々
書
写
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
書
題
が
異
な
る
も
の
の
『
菩
提
心
論
講
述
』
全
二
巻
（
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
）
は
同
一
本
、
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ま
た
因
応
記
『
菩
提
心
論
講
莚
』
全
二
巻
（
大
正
大
学
所
蔵
写
本
・
明
治
二
七
年
写
）
は
同
一
系
統
の
本
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
三

摩
地
段
の
註
釈
を
省
略
す
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
⑬
杲
宝
『
菩
提
心
論
聞
書
』、
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔（

（（
（

』、
㉕
覚
眼
『
菩
提
心

論
撮
義
鈔
』
と
い
う
三
つ
の
註
釈
書
を
挙
げ
て
お
り
、
後
世
へ
の
影
響
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
△
第
三
言
三
摩
地
者
等
、『
杲
宝
抄

0

0

0

』
に
云
く
、
三
摩
地
段
は
、
雑
る
秘
密
の
事
を
説
く
の
間
、
之
を
略
す
云
々
。
快
公
の

打
集
の
『
抄0

』
に
も
亦
た
解
釈
を
欠
せ
り
。『
撮
義

0

0

』
に
云
く
、
此
の
三
摩
地
の
釈
段
に
は
、
五
相
・
三
密
の
内
証
を
説
く
。

此
れ
教
相
所
談
に
非
ざ
る
故
に
、
搆
（
マ
マ
）論
の
庭
に
臨
で
講
説
（
マ
マ
）を
省
く
。
故
に
今
亦
た
略
し
て
抄
せ
ざ
る
こ
と
知
ん
ぬ
べ
し
云
々
。

是
の
故
に
予
も
亦
た
筆
を
自
下
の
文
を
染
め
ざ
る
な
り
」（『
智
山
全
書
』
第
八
巻
七
八
〇
頁
上
～
下
段
）

㉙
卓
義
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
記
』
全
二
巻

『
豊
山
全
書
』
第
七
巻
三
六
三
～
四
一
七
頁
所
収
。

　

本
書
は
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
九
月
、
豊
山
勧
学
院
で
開
か
れ
た
⑧
頼
瑜
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
の
講
義
を
も
と
に
、
豊
山
の

学
僧
で
あ
る
卓
義
（
生
没
年

不　

詳

）
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

（『
豊
山
全
書
』
附
録
三
二
頁
参
照
）。
初
に
⑳
亮
汰
の
『
菩
提
心
論
教
相
記

玄
談
』
を
引
き
、
後
に
頼
瑜
の
⑧
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
や
⑨
『
菩
提
心
論
愚
草
』
に
従
っ
て
解
釈
し
て
お
り
、
下
巻
で
は
三
摩
地

段
の
註
釈
も
行
っ
て
い
る
。

㉚
周
海
述
『
菩
提
心
論
探
秘
』
全
二
巻

『
豊
山
全
書
』
第
八
巻
二
五
九
～
三
七
三
頁
所
収
。

　

本
書
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）、
豊
山
の
学
僧
で
あ
る
周
海
（
一
七
〇
五

～
一
七
八
九

）
が
、
武
州
鷲
宮
大
乗
院
に
お
い
て
述
作
し
た
も
の
で
あ
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る
（『
豊
山
全
書
』
附
録
三
二
頁
参
照
）。
本
書
の
下
巻
（『
豊
山
全
書
第
八
巻
三
三
七
頁
下
段
）
以
降
で
は
、「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈

頌
を
含
め
、
三
摩
地
段
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
て
お
り
、
不
読
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。

㉛
隆
瑜
『
菩
提
心
論
拾
要
記
』
全
三
巻
（
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
）

　

本
書
は
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）、
智
山
・
智
積
院
第
三
十
三
世
能
化
の
隆
瑜
（
一
七
七
三

～
一
八
五
〇

）
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
第
三

巻
に
お
い
て
三
摩
地
段
を
細
か
く
解
説
し
て
お
り
、
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
説
明
に
は
約
七
丁
も
の
紙
面
を
費
や
し
て
い
る
。
三

摩
地
段
の
冒
頭
で
は
、
当
段
こ
そ
が
本
論
の
要
で
あ
り
、
こ
の
段
が
あ
っ
て
初
め
て
勝
義
・
行
願
の
二
門
も
瑜
伽
深
秘
の
智
・
悲
に

な
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
三
摩
地
段
を
註
釈
し
た
理
由
と
解
さ
れ
る（

（（
（

。
隆
瑜
が
撰
述
し
た
『
…
拾
要
記
』
を
含
む
著
作
に
は
、
曇

寂
の
影
響
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
三
摩
地
段
を
註
釈
し
た
同
師
の
学
風
を
継
い
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
（『
智
山
全
書
』

解
題
四
九
七
頁
等
参
照
）。

㉜
義
範
誌
『
菩
提
心
論
私
記
』
全
一
巻
（
智
山
書
庫
所
蔵
写
本
）

　

本
書
に
関
す
る
書
誌
は
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
冒
頭
お
よ
び
奥
書
に
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
四
月
三
十
日
の
日
付
と
「
義

範
誌
」
と
記
さ
れ
る
。
義
範
と
は
年
代
的
に
、
お
そ
ら
く
智
山
・
智
積
院
第
四
十
一
世
能
化
の
佐
々
木
義
範
（
一
八
三
〇

～
一
八
七
八

）
と
目
さ
れ
る
。

本
書
の
上
余
白
に
は
、「
四
月
十
五
日
開
講
」「
第
二
席
十
六
日
」「
第
三
会
十
七
日
」
か
ら
始
ま
り
、
最
後
に
「
以
上
十
四
席
講
演
畢
」

と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
菩
提
心
論
』
に
関
す
る
講
義
録
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
三
摩
地
段
を
省
略
す
る
こ
と
か
ら
、

お
そ
ら
く
初
学
者
向
け
の
註
釈
書
と
推
測
さ
れ
る
。
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九
、
小　

結

　

本
論
で
は
、
実
見
可
能
な
『
菩
提
心
論
』
の
註
釈
書
三
二
種
類
を
集
め
、
近
代
以
前
の
諸
学
匠
が
、
本
論
の
不
読
段
で
あ
る
「
三

摩
地
段
」
を
い
か
に
理
解
し
、
扱
っ
て
き
た
の
か
を
探
っ
た
。
前
稿
で
取
り
上
げ
た
近
現
代
の
諸
学
匠
は
、
三
摩
地
段
の
不
読
を
自

明
の
〝
伝
統
〟
と
し
て
受
け
止
め
て
き
た
感
が
あ
っ
た
が
、
今
回
、
編
年
的
に
諸
註
釈
を
検
討
し
た
結
果
、
意
外
に
も
平
安
期
・
鎌

倉
期
に
は
、
三
摩
地
段
も
註
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
、
⑤
栄
西
『
金
剛
頂
宗
菩
提
心
論
口
決
』
等
で
述
べ
た
よ
う

に
、
三
摩
地
段
に
含
ま
れ
る
「
八
葉
白
蓮
…
」
の
偈
頌
に
関
す
る
印
明
の
み
は
、
師
か
ら
伝
授
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
秘
密
裏

に
口
伝
相
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

鎌
倉
期
に
な
る
と
⑧
頼
瑜
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』
の
記
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
願
・
勝
義
の
両
段
は
教
相
、
三
摩
地
は
事

相
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
不
読
段
の
下
地
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
北
朝
期
以
降
の
諸
註
釈
に
な
る
と
、
初
め
て
三
摩
地
段
の
註
釈
を
省
略
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
不
読
段
の
始

ま
り
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
嚆
矢
と
な
る
の
は
、
⑬
杲
宝
『
菩
提
心
論
聞
書
』
で
あ
り
、
さ
ら
に
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論

鈔
』
も
続
き
、
こ
れ
ら
の
両
学
匠
の
学
的
姿
勢
が
、
後
世
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
唐
突
に
三
摩
地
段

の
不
読
が
始
め
ら
れ
た
の
か
具
体
的
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」
に
関
す
る
秘
密
性

が
三
摩
地
段
全
体
に
敷
衍
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
三
摩
地
段
を
不
読
と
す
る
流
れ
が
生
じ
た
一
方
で
、
⑭
本
圓
『
菩
提
心
論
密
談
鈔
』
に
記
す
よ
う
に
「
三
摩
地
段
相

承
血
脈
」
な
る
も
の
が
生
ま
れ
、
⑰
『
…
三
摩
地
段
鈔
』
や
⑲
『
…
三
摩
地
秘
段
』
と
い
う
三
摩
地
段
に
特
化
し
た
註
釈
書
も
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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江
戸
期
以
降
に
な
る
と
、
主
に
⑬
杲
宝
や
⑮
宥
快
等
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
三
摩
地
段
を
不
読
段
と
す
る
理
解
が
共
通
認
識
と
し

て
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
現
代
の
諸
学
匠
に
お
け
る
不
読
段
の
理
解
も
、
直
接
的
に
は
同
時
期
の
伝
統
に
由
来
す

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

江
戸
期
以
降
、
三
摩
地
段
を
不
読
と
す
る
理
解
が
定
着
し
た
要
因
と
し
て
、
江
戸
幕
府
の
下
、
本
山
・
本
寺
を
中
心
と
す
る
子
弟

養
成
が
本
格
化
し
、
初
学
か
ら
灌
頂
受
法
ま
で
の
修
道
体
系
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
従
来
書
写
さ
れ
て
き
た
聖
教
が
、
版
本

と
し
て
流
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
背
景
的
考
察
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

他
方
、
江
戸
期
に
お
い
て
も
、
㉑
㉒
㉖
㉗
㉙
㉚
㉛
の
よ
う
に
三
摩
地
段
を
註
釈
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
確
認
さ
れ
た
。
亮
汰
は
、

初
学
者
向
け
の
⑳
『
菩
提
心
論
教
相
記
』
を
著
し
た
時
に
は
三
摩
地
段
を
不
読
と
す
る
一
方
、
㉑
『
菩
提
心
論
第
三
段
秘
記
』
を
著

し
た
時
に
は
三
摩
地
段
を
詳
細
に
註
釈
し
て
い
る
。
概
観
す
る
限
り
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
江
戸
期
の
諸
学
匠
の
共
通
認
識
で
あ

っ
た
と
目
さ
れ
、
初
学
者
向
け
に
は
不
読
段
を
設
け
る
が
、
已
灌
頂
者
向
け
、
あ
る
い
は
自
身
の
備
忘
記
と
し
て
は
三
摩
地
段
の
註

釈
・
考
究
も
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
試
み
た
註
釈
類
の
分
析
の
み
で
は
、
不
読
段
の
伝
承
実
態
の
深
部
に
入
る
こ
と
は
厳
し
い
が
、
前
の
表
を
一
覧
し
て
分
か

る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
時
代
的
傾
向
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
平
安
期
・
鎌
倉
期
と
い
っ
た

古
い
時
代
に
お
い
て
三
摩
地
段
の
註
釈
が
な
さ
れ
、
そ
の
営
み
が
江
戸
期
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
大
き
い
。

　

密
教
の
特
質
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
不
読
段
は
重
要
で
あ
り
、
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
伝
統
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
読
段

の
意
義
や
シ
ス
テ
ム
が
忘
れ
去
ら
れ
、
そ
の
形
骸
の
み
が
強
調
・
増
幅
さ
れ
る
な
ら
ば
、
い
つ
し
か
伝
統
的
な
三
摩
地
段
の
修
学
の

方
法
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
筆
者
は
抱
い
て
い
る
。

　

受
け
継
い
だ
伝
統
を
盲
目
的
に
追
従
す
る
の
み
で
は
な
く
、
歴
史
的
営
み
を
客
観
的
に
俯
瞰
す
る
こ
と
を
通
じ
て
本
来
の
精
神
を
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学
び
、
現
代
に
お
け
る
教
学
の
あ
り
方
、
法
の
継
承
の
意
味
を
模
索
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
我
々
末
徒
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

註（
１
）『
菩
提
心
論
』
の
不
読
段
の
範
囲
に
つ
い
て
は
前
稿
七
四
頁
、
そ
の

不
読
段
に
対
す
る
近
現
代
の
学
匠
の
見
解
に
つ
い
て
は
前
稿
八
一
～

八
二
頁
参
照
。

（
２
）『
弘
法
大
師
全
集
』
第
一
輯
一
二
二
頁
参
照
。『
真
言
宗
所
学
経
律
論

目
録
』（
三
学
録
）
で
は
、
真
言
宗
徒
の
学
ぶ
べ
き
論
を
二
部
一
一

部
と
し
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
全
一
〇
巻
と
と
も
に
、『
菩
提
心
論
』
全

一
巻
を
挙
げ
て
い
る
。

（
３
）
現
行
で
は
、
智
山
版
・
豊
山
版
・
高
野
版
と
呼
ぶ
べ
き
「
十
巻
章
」

が
流
布
し
依
用
さ
れ
て
お
り
（
前
稿
の
註
四
参
照
）、
い
ず
れ
も
最

後
に
収
録
さ
れ
る
。
本
論
に
関
し
て
『
大
正
大
蔵
経
』
等
で
は
不
空

訳
あ
る
い
は
不
空
集
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
十
巻
章
」
の

も
の
は
「
龍
猛
造
」
と
記
さ
れ
る
の
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
東
武

「
菩
提
心
論
の
作
者
に
つ
い
て
」（
一
九
七
四
年
、『
密
教
学
会
報
』

第
一
三
号
）
に
よ
れ
ば
、
大
蔵
経
の
各
版
や
経
録
を
見
て
も
、「
龍

猛
造
」
と
す
る
典
拠
は
何
一
つ
な
い
と
い
う
。
弘
法
大
師
空
海
が
、

本
論
を
引
用
す
る
時
、
多
く
の
場
合
「
龍
猛
菩
薩
の
…
」
を
被
せ
て

援
引
し
て
お
り
、
意
図
的
な
権
威
づ
け
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
４
）
大
澤
聖
寛
『
空
海
思
想
の
研
究
』（
二
〇
一
五
年
、
山
喜
房
）
所
収
。

（
５
）
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
現
在
刊
行
の
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇

巻
、『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九
五
冊
、『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
・

四
八
巻
や
、『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
、『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一

巻
、『
智
山
全
書
』
第
八
巻
、『
豊
山
全
書
』
第
七
・
八
巻
、『
続
豊

山
全
書
』
宗
乗
部
三
、『
興
教
大
師
全
集
』
等
に
収
録
さ
れ
る
資
料

を
参
照
し
た
。
ま
た
各
資
料
の
成
立
や
概
要
を
把
握
す
る
た
め
に
、

付
属
の
「
解
題
」「
会
報
」
等
を
適
宜
参
照
し
た
。

（
６
）
智
山
書
庫
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
『
智

山
書
庫
所
蔵
目
録
』（
一
九
九
四
～
一
九
九
五
年
、
智
山
伝
法
院
編
集
）

全
二
巻
、
ま
た
新
文
庫
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
宇
都
宮
啓
吾
編

著
『
智
積
院
聖
教
に
お
け
る
典
籍
・
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
二
〇

一
一
年
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
報
告
書
）

を
参
照
し
た
。『
菩
提
心
論
』
お
よ
び
そ
の
註
釈
書
と
し
て
、
智
山

書
庫
に
六
一
本
、
新
文
庫
に
一
四
本
ほ
ど
が
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。

（
７
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
九
巻
三
二
一
頁
上
段
（
不
空
訳
『
金
剛

頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』）

（
８
）
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
の
記
：「
右
、
此
の
一
巻
は
、
栂
尾
山
の
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秘
蔵
に
在
り
。
予
は
之
を
相
求
す
る
に
多
年
と
雖
も
終
に
得
ず
。
然

る
に
幸
い
に
、
こ
れ
を
照
谷
僧
都
に
請
い
、
謄
写
し
、
焉
に
畢
ん
ぬ
。

…
（
中
略
）
…
蓋
し
写
本
の
草
書
は
、
且
く
四
百
年
前
の
元
筆
な
り
。

或
い
は
損
失
し
、
或
い
は
磨
滅
す
る
が
故
に
、
管
見
を
以
て
之
を
縄

し
、
朱
を
用
い
て
之
を
補
う
須
論
な
り
」（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九

五
冊
支
那
撰
述
・
大
小
乗
釈
論
部
三
五
二
丁
右
）

（
９
）
金
剛
峰
寺
の
左
学
頭
で
あ
っ
た
真
源
は
、「
…
龍
猛
に
灌
頂
し
秘
法

を
伝
授
し
、
其
の
後
、
早
く
支
那
及
び
日
本
と
を
度
し
、
三
密
の
教

を
師
師
相
承
し
群
生
を
抜
済
せ
よ
と
」（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九
五

冊
三
四
七
丁
右
）
と
い
う
本
文
に
着
眼
し
、
次
の
よ
う
な
疑
念
を
呈

し
て
い
る
。

「
又
、
三
摩
地
法
の
遍
満
の
記
、
世
に
流
行
す
る
を
之
に
由
り
、
之

を
観
ず
る
に
意
は
唐
人
と
為
ん
。
又
、
記
中
の
本
朝
人
師
の
解
を
挙

げ
ざ
る
な
り
。
然
る
に
記
の
首
に
、
其
の
後
、
早
く
支
那
及
び
日
本

と
を
度
し
、
三
密
の
教
を
師
師
相
承
し
群
生
を
抜
済
せ
よ
と
。
若
し

爾
ら
ば
本
朝
人
師
か
。
更
に
考
え
よ
」（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九
五

冊
三
五
二
丁
右
～
左
）

（
10
）
①
遍
満
撰
『
金
剛
頂
菩
提
心
論
略
記
』
は
、
②
済
暹
等
の
古
い
『
菩

提
心
論
』
註
釈
類
を
始
め
度
々
引
用
さ
れ
る
が
、『
卍
続
蔵
経
』
所

収
の
原
文
と
引
用
文
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は

後
世
、
加
筆
や
校
正
等
の
手
入
れ
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
窺
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
②
済
暹
『
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
私
抄
』
で
引
か
れ
る
「
故

遍
滿
菩
提
心
論
疏
云
。
言
大
阿
闍
梨
者
。
第
二
祖
師
也
。
金
剛
薩
埵

大
菩
薩
云
云
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
八
頁
上
段
）
の
原

文
は
、「
言
大
阿
闍
梨
者
第
二
祖
師
也
梵
曰
縛
日
羅
薩
怛
縛
摩
訶
薩

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

怛
縛
訳
云

0

0

0

0

金
剛
薩
埵
大
菩
薩
云
云
」（『
卍
続
蔵
経
』
第
一
輯
九
五
冊

三
四
七
丁
右
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
⑦
道
範
記
『
菩
提
心
論
談
義
』

で
引
か
れ
る
「
遍
満
記
云
。
能
達
諸
仏
自
性
者
本
地
法
身
也
。
悟
諸

仏
法
身
者
自
受
用
身
也
。
証
法
界
体
性
智
他
受
用
身
也
已

上
」（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
四
五
頁
上
段
）
が
、
原
文
で
は
「
能
達

諸
仏
自
性
悟
諸
仏
法
身
証
法
界
体
性
智
者
言
諸
仏
自
性
者
本
地
法
身

也
言
悟
諸
仏
法
身
者
自
受
用
身
也
」（
同
三
五
一
丁
右
）
と
語
順
が

異
な
っ
て
い
る
。

（
11
）
堀
内
規
之
『
済
暹
教
学
の
研
究
―
院
政
期
真
言
密
教
の
諸
問
題
―
』

（
二
〇
〇
九
年
、
ノ
ン
ブ
ル
社
）
一
三
九
頁
参
照
。

（
12
）「
是
三
摩
地
者
と
は
、
こ
れ
正
し
く
真
言
門
の
頓
入
の
行
者
を
明
か
す
。

顕
教
の
修
行
を
経
ず
し
て
、
し
か
も
直
ち
に
真
言
教
法
を
修
行
す
る

義
な
り
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
二
七
頁
上
段
）

（
13
）
宮
坂
宥
勝
『
興
教
大
師
撰
述
集
』
下
巻
四
〇
九
頁
「
解
題
」
参
照
。

宮
坂
宥
勝
氏
は
、
現
存
資
料
に
つ
い
て
未
完
、
あ
る
い
は
残
欠
の
可

能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
14
）
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
以
降
の
伝
法
院
会
の
談
義
を
集
積
し
た
『
打

聞
集
』
に
「
菩
提
心
論
談
義
の
時
に
云
わ
く
…
」（『
興
教
大
師
全
集
』

上
巻
四
二
六
～
四
二
七
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
成
果
が
本
書
撰
述
に
反

映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。

（
15
）「
文
治
二
年
丙
午
七
月
三
日
／
高
野
山
伝
法
院
入
寺
の
覚
範
高
覚房

が
、

頻
に
口
訣
を
請
う
に
依
り
て
、
同
閏
七
月
一
日
、
竊
に
以
て
祈
請
す
。

…
（
中
略
）
…
同
十
二
月
日
、
文
を
引
く
。
同
三
年
正
月
一
日
、
無
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言
念
仏
の
次
で
草
了
す
。
後
時
に
所
、
改
草
す
べ
し
。　
栄
西
説
」

（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
一
五
頁
上
段
）

（
16
）
田
戸
大
智
「『
菩
提
心
論
開
見
鈔
』
の
検
討
」（『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』

第
五
七
巻
第
二
号
）

（
17
）『
八
葉
観
』
や
『
印
信
大
事
』
に
お
い
て
「
八
葉
白
蓮
…
」
を
引
用

し
た
後
、
覚
鑁
に
よ
る
以
下
の
記
述
が
見
受
け
ら
れ
る
。
七
頁
）「
こ

の
観
は
万
行
の
尊
主
、
諸
度
の
帝
王
、
出
凡
の
正
門
、
入
仏
の
直
路

な
り
。
浅
観
小
行
の
人
は
、
此
の
身
を
捨
て
ず
し
て
転
じ
て
極
楽
の

上
品
上
生
を
得
ん
。
深
修
大
勤
の
類
は
、
彼
の
心
を
改
め
ず
し
て
密

教
の
大
明
大
日
と
成
る
」（『
八
葉
観
』：『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
一

〇
二
五
頁
）

「
此
の
印
に
就
き
、
引
導
の
眼
目
は
茲
に
在
り
。
仏
果
得
脱
は
疑
い

無
き
者
な
り
」（『
印
信
大
事
』：『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
九
〇
六
頁
）

　

ま
た
『
一
期
大
要
秘
密
集
』（『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
一
二
〇
七

頁
）、『
阿
字
月
輪
観
』（『
興
教
大
師
全
集
』
下
巻
一
〇
二
七
）
で
も

同
偈
頌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
北
尾
隆
心
「
東
密
印
信
の
研
究
（
三
）
―
「
菩
提
心
論
灌
頂
印
信
」

―
」（
一
九
九
八
年
、『
密
教
文
化
』
第
一
九
九
・
二
〇
〇
号
）
三
四

頁
参
照
。

（
19
）『
密
教
大
辞
典
』
の
「
菩
提
心
論
灌
頂
印
信
」
の
項
（
二
〇
五
四
頁
）

に
よ
れ
ば
、
中
性
院
流
・
慈
猛
意
教
流
・
伝
法
院
流
等
、
多
く
の
流

派
に
お
い
て
相
承
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

（
20
）
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
第
一
九
で
は
、
偈
頌
「
八
葉
白
蓮
…
」

の
印
が
、
不
二
大
日
に
関
連
す
る
秘
印
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会
「
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記

問
答
鈔
』
訳
註
（
一
）
―
巻
第
一
―
」（
二
〇
一
四
年
、『
大
正
大
学

綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
第
三
六
号
）
参
照
。

「
或
る
『
書
』
に
云
く
、
故
院
主
御
房
の
極
大
事
は
、
菩
提
心
論
の

0

0

0

0

0

秘
印

0

0

な
り
。
八
葉
白
蓮
一
肘
間
等
、
是
れ
不
二
大
日
の
印
明
な
り
。

内
縛
し
て
二
大
の
腹
を
合
せ
て
憾
を
誦
す
な
り
」（『
真
言
宗
全
書
』

第
三
七
巻
三
四
九
頁
上
段
）

　

柴
崎
照
和
「
真
空
『
菩
提
心
論
灌
頂
印
明
』
―
附
：
真
空
関
係
資

料
の
紹
介
―
」（
二
〇
〇
六
年
、『
小
野
随
心
院
所
蔵
の
文
献
・
図
像

調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関
的
・
総
合
的
研
究
と
そ
の
展
開
』
１
）
四

一
頁
に
よ
れ
ば
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
頼
瑜
は
、
真
空
よ
り

「
菩
提
心
論
灌
頂
印
明
」
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
同
論
文
の
四
八
頁

に
は
、
随
心
院
所
蔵
、
鎌
倉
後
期
の
『
菩
提
心
論
灌
頂
印
明
』
の
翻

刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）
前
川
健
一
『
明
恵
の
思
想
史
的
研
究
－
思
想
構
造
と
諸
実
践
の
展
開

―
』（
二
〇
一
二
年
、
法
蔵
館
）、
お
よ
び
同
「
明
恵
の
『
菩
提
心
論
』

理
解
―
『
納
涼
坊
談
義
記
』
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
三
年
、『
智
山

学
報
』
第
六
二
号
）
の
他
、
岩
田
親
靜
「
明
恵
と
『
菩
提
心
論
』」（
二

〇
〇
三
年
、『
印
度
学
佛
教
學
研
究
』
第
五
二
巻
第
一
号
）
等
を
参

照
し
た
。

（
22
）「
已
上
論
文
被
引
事
ハ
初
心
極
位
ヲ
□（

引
）□
ス
事
ヲ
證
セ
ム
カ
爲
也
」（
前
川

健
一
前
掲
書
「
翻
刻
」
三
〇
七
頁
）。

（
23
）「
于
時
延
応
二
年
五
月
十
六
日
、
禅
定
殿
下
に
於
い
て
菩
提
心
論
を

談
ぜ
ら
れ
、
二
十
二
日
に
結
願
に
至
る
の
其
の
間
、
法
門
を
了
簡
し
、
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教
に
依
り
て
之
を
注
進
す
」（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
四
七

頁
下
段
）

（
24
）「
問
、
勝
義
・
行
願
は
証
菩
提
の
行
に
非
ざ
る
か
。
答
、
唯
真
言
方

中
即
身
成
仏
故
是
説
三
摩
地
法
と
文
り
。
顕
教
の
悲
智
は
成
仏
の
遠

因
な
り
。
謂
く
諸
の
顕
教
に
於
て
は
果
頭
、
人
無
し
。
正
し
く
成
仏

の
時
は
、
皆
な
諸
仏
の
驚
覚
を
蒙
り
て
真
言
に
入
り
成
仏
す
る
が
故

に
、
真
言
行
者
の
勝
義
・
行
願
は
、
成
仏
の
近
因
と
為
す
と
雖
も
、

正
し
く
成
仏
す
る
事
は
三
摩
地
に
有
る
が
故
な
り
。
云
々
」（『
増
補

改
訂

日

本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
三
三
頁
下
段
）

（
25
）「
…
唯
だ
是
れ
三
密
の
相
応
、
五
部
の
秘
観
、
此
れ
を
三
摩
地
菩
提

心
と
名
く
。
所
以
に
定
心
の
得
難
き
に
非
ず
。
三
密
相
応
の
易
か
ら

ざ
る
と
云
々
。
抑
も
秘
経
中
に
微
細
定
易
得
の
法
を
説
く
。
之
に
依

り
只
だ
法
に
依
り
之
を
修
し
て
難
易
を
知
ん
ぬ
可
し
。
徒
に
言
語
を

以
て
談
論
す
可
ら
ず
」（『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
七
巻
三
三
三
頁
下

段
）

（
26
）「
方
便
為
究
竟
と
は
、
三
摩
地
の
菩
提
心
を
証
す
。
三
密
方
便
は
、

究
竟
の
果
位
を
作
す
。
已
上
、
教
相

0

0

の
分
を
畢
ん
ぬ
」（『
増
補
改
訂

日
本
大

蔵
経
』
第
四
八
巻
一
一
三
頁
下
段
）

（
27
）「
又
、
大
師
の
釈
は
、
菩
提
心
の
名
を
三
摩
地
に
立
て
給
へ
り
。
此

の
頌
に
於
い
て
秘
事

0

0

有
り
、
更
に
問
へ
」（『
増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四

八
巻
一
一
三
頁
下
段
）

（
28
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
三
一
六
～
三
一
七
頁
参
照
。

（
29
）「
文
永
九
年
壬

申
七
月
朔
日
、
高
野
山
伝
法
院
蔽
坊
に
於
い
て
、
伝
法

会
談
義
の
次
逐
日
を
以
て
之
を
抄
し
畢
ん
ぬ
。
金
剛
仏
子
頼
瑜
／
弘

安
三
年
庚

辰
十
月
上
旬
、
醍
醐
寺
清
瀧
礼
殿
に
於
い
て
秋
季
、
菩
提

心
論
を
談
ぜ
ら
れ
る
の
次
、
少
々
論
義
を
書
入
し
畢
ん
ぬ
。　
頼
瑜
」

（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一
巻
一
七
八
頁
下
段
）

（
30
）
上
巻
の
奥
書
：「
文
永
二
年
四
月
廿
八
日
、
当
社
に
参
籠
す
る
の
間
、

心
閑
に
之
を
披
く
」（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
二
八
頁
下
段
）

　

題
号
下
の
割
注
：「
廃
忘
に
備
え
ん
が
た
め
に
聊
か
見
聞
を
記
す
」

（『
増
補

改
訂

日
本
大
蔵
経
』
第
四
八
巻
一
頁
下
段
）

（
31
）
奥
書
：「
文
保
二
年
戌

午
十
一
月
七
日
、
金
剛
三
昧
院
に
於
て
御
清
書

を
以
て
本
點
、
斯
れ
を
訖
ん
ぬ
。
金
剛
資
定
―
惠
四
十
八
才

／
于
時
嘉
暦

二
年
七
月
十
八
日
、
巻
尾
寺
霊
山
院
に
於
て
之
を
書
写
す
。
金
剛
資

良
有
三
十
三
才

」

（
32
）「
于
時
嘉
暦
三
年
戊

辰
八
月
七
日
、
尾
州
丹
羽
ノ
郡
小
櫟
の
安
楽
寺
・

学
頭
坊
に
於
い
て
談
ず
る
の
み
。　
安
超
、
之
を
記
す
」（『
大
正
新

脩
大
蔵
経
』
第
七
〇
巻
一
一
五
頁
中
段
）

（
33
）
⑮
宥
快
の
鈔
と
紛
ら
わ
し
い
が
、
⑬
杲
宝
述
『
菩
提
心
論
聞
書
』
は
、

『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
の
巻
頭
の
ご
と
く
、『
菩
提
心
論
鈔
』
の
名

で
も
流
通
し
た
よ
う
で
あ
り
、
智
山
書
庫
に
も
同
名
に
て
幾
本
か
所

蔵
さ
れ
る
（
註
三
八
参
照
）。

（
34
）「
貞
和
四
年
戌

子
十
二
月
一
日
、
勧
学
会
恒
例
談
義
、
読
師
権
小
僧
都

杲
宝
」（『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
一
〇
七
頁
下
段
）

「
貞
和
五
年
十
二
月
二
十
日
、
結
願
し
了
ん
ぬ
」（『
真
言
宗
全
書
』

第
八
巻
二
二
一
頁
上
段
）

（
35
）「
…
三
摩
地
段
に
至
ら
ん
は
、
雑
秘
密
事

0

0

0

0

を
説
く
の
間
、
之
を
略
す
。

凡
そ
上
来
、
書
せ
る
所
の
功
徳
法
門
、
十
の
八
九
に
於
い
て
文
○理

に
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違
う
と
雖
も
、
万
の
一
毛
に
至
り
て
論
宗
に
会
う
べ
し
。
唯
だ
願
わ

く
は
、
此
の
功
徳
を
以
て
、
一
切
衆
生
、
同
じ
く
菩
提
果
極
を
証
す

べ
し
矣
」（『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
二
二
一
頁
上
段
）

（
36
）『
真
言
宗
全
書
』
解
題
三
一
頁
で
は
、
良
合
は
「
良
含
」
の
誤
り
、

良
奝
は
岩
蔵
方
の
祖
と
す
る
。

（
37
）
本
圓
と
同
様
、
性
心
に
師
事
し
な
が
ら
も
杲
宝
は
、
⑬
『
菩
提
心
論

聞
書
』
に
お
い
て
三
摩
地
段
の
註
釈
を
省
略
し
て
お
り
、
そ
の
対
称

的
姿
勢
は
興
味
深
い
。

（
38
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
三
一
六
頁
参
照
。『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

三
一
五
～
三
一
六
頁
に
は
、『
菩
提
心
論
鈔
』
の
名
で
一
巻
本
・
二

巻
本
・
六
巻
本
・
七
巻
本
・
十
巻
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
巻
本
は
実
順
『
菩
提
心
論
口
筆
』、
二
巻
本

（
七
巻
本
の
後
欠
）・
七
巻
本
（
＊
六
巻
本
は
七
巻
本
の
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
判
明
）
は
杲
宝
述
『
菩
提
心
論
聞
書
』、
そ
し
て
十
巻
本
が

宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
39
）「
応
永
十
有
二
年
季
夏
、
三
伏
夭
、
高
野
山
西
谷
の
草
庵
に
於
い
て
、

夏
中
籠
山
の
間
、
客
僧
等
の
請
う
所
に
依
り
て
菩
提
心
論
を
講
ず
。

次
い
で
勝
義
・
行
願
の
二
段
を
口
筆
せ
し
む
る
に
、
三
摩
地
段
に
於

0

0

0

0

0

0

い
て
之
を
略
す

0

0

0

0

0

0

。
然
れ
ど
も
枽
城
闍
梨
南
都
律
宗

の
大
望
に
依
り
て
、
三
摩

地
段
を
重
ね
て
口
筆
す
同
聴
は
三
人
、
同
宿
・

祐
潤
・
師
豪
等
な
り

。
十
一
箇
月
の
間
に
抄
記
し
畢

ん
ぬ
。
所
詮
の
旨
趣
、
多
く
近
世
の
学
者
の
所
解
に
違
い
、
頗
る
足

ら
ず
、
南
指
の
為
に
却
っ
て
後
人
の
玄
覧
に
羞
じ
ぬ
。
若
し
万
分
の

一
に
於
い
て
法
の
理
倫
に
会
い
、
奉
じ
て
高
祖
の
報
恩
に
資
せ
ん
の

み
。　
小
野
末
資
権
僧
正
実
順
」（
三
十
四
丁
左
）

（
40
）『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
九
巻
四
二
六
頁
ｄ
段
に
は
、
実
順
述
『
菩

提
心
論
三
摩
地
段
鈔
』
が
記
載
さ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
⑯
実
順
『
菩

提
心
論
口
筆
』
と
同
一
の
註
釈
と
推
測
さ
れ
る
。

（
41
）
本
書
の
冒
頭
に
「
…
三
種
菩
提
心
の
釈
の
内
、
上
来
は
勝
義
・
行
願
、

二
種
の
菩
提
心
の
釈
を
終
る
」（『
真
言
宗
全
書
』
第
八
巻
三
六
九
頁

上
段
）
と
あ
る
。
そ
の
上
で
「
三
種
菩
提
心
の
中
に
於
い
て
浅
深
を

分
か
つ
時
は
、
勝
義
・
行
願
の
二
心
は
、
常
途
に
往
き
亙
る
。
第
三

の
菩
提
心
は
、
五
部
の
秘
観
、
三
密
の
妙
行
を
明
か
し
て
、
自
宗
不

共
の
菩
提
心
の
相
を
顕
す
と
見
た
り
」（
同
第
八
巻
三
六
九
頁
上
段
）

と
述
べ
、
三
摩
地
段
こ
そ
が
、
真
言
宗
不
共
の
法
で
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
て
い
る
。

（
42
）「
○
下
に
明
か
す
所
の
三
摩
地
文
は
、
宝
鑰
に
第
十
住
心
を
証
す
。

所
以
ん
、
科
解
を
止
む
る
は
、『
玄
談

0

0

』
に
述
ぶ
る
が
如
し
」（『
続

豊
山
全
書
』
第
三
巻
八
六
頁
下
段
）

（
43
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
智
山
書
庫
に
は
本
書
が
六
本

所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
⑧
頼
瑜
『
菩
提
心
論
初
心
鈔
』・
⑬
杲
宝
『
菩

提
心
論
聞
書
』・
⑮
宥
快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
に
次
い
で
、
智
山
で

多
く
読
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
44
）『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
に
は
、
亮
汰
の
著
作
と
し
て
他
に
『
菩
提
心

論
第
三
段
秘
記
』（
延
宝
八
年
刊
本
）、『
菩
提
心
論
秘
記
』（
延
宝
八

年
刊
本
）
が
収
載
さ
れ
る
が
、
同
一
書
の
註
釈
書
と
推
測
さ
れ
る
。

（
45
）
恵
照
は
序
文
で
、
三
摩
地
段
の
註
釈
は
、「
泊
老
和
上
」
の
指
授
に

よ
る
と
記
し
て
い
る
。

「
…
等
至
の
章
に
入
り
て
阿
能
造
の
義
を
拳
げ
、
正
覚
の
決
を
載
す
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る
が
如
き
に
至
る
は
、
専
ら
泊
老
和
上
の
旨

（
指
か
）授

に
拠
れ
り
。
余
も

亦
た
師
承
に
拠
ら
ざ
る
に
は
匪
ず
」（
上
巻
二
丁
右
）

（
46
）「
享
保
十
三
年
龍
次
戌
申
、
晩
秋
初
十
日
、
今
日
暗
に
悲
母
の
忌
辰

に
当
り
、
此
の
功
徳
を
以
て
無
上
菩
提
、
乃
至
、
一
切
含
霊
平
等
抜

済
に
廻
向
し
た
て
ま
つ
る
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一
巻
三
三
二

頁
上
段
）

（
47
）「
享
保
十
五
年
庚
戌
の
秋
、
同
乗
学
徒
の
為
、
重
ね
て
此
の
論
を
構
ず
。

仍
て
講
中
に
之
を
記
す
」（『
続
真
言
宗
全
書
』
第
一
一
巻
三
六
三
頁

上
段
）

（
48
）『
智
山
全
書
』
第
八
巻
七
七
一
頁
の
奥
書
参
照
。
延
亨
二
年
（
一
七

四
五
）
に
亮
海
は
、
貴
志
村
・
調
月
村
の
諸
寺
の
要
請
を
う
け
、
春

に
は
百
三
十
余
人
を
集
め
て
即
身
義
・
声
字
義
・
吽
字
義
・
般
若
心

経
秘
鍵
を
、
秋
に
は
百
五
十
余
人
を
集
め
て
弁
顕
密
二
教
論
・
秘
蔵

宝
鑰
・
菩
提
心
論
を
講
じ
た
と
記
録
さ
れ
る
（『
智
山
全
書
』
解
題

二
二
九
頁
、
四
七
九
～
四
八
一
頁
参
照
）

（
49
）
引
用
文
「
快
公
の
打
集
の
『
抄
』」
の
打
集
と
は
、
高
野
山
宝
門
・

寿
門
に
て
毎
年
春
冬
二
季
の
講
会
で
用
い
る
講
本
の
草
稿
「
内う

ち

打た

集し
ゅ
う」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（『
密
教
大
辞
典
』
一
二
二
頁
参
照
）。

宥
快
の
属
す
る
宝
門
で
は
、
毎
季
四
人
を
宝
性
院
・
正
智
院
に
そ
れ

ぞ
れ
二
人
ず
つ
配
し
、
二
十
條
の
打
集
を
講
讃
す
る
と
い
う
。
⑮
宥

快
『
発
菩
提
心
論
鈔
』
も
、
至
徳
四
年
（
一
三
八
七
）
五
月
頃
、
宝

性
院
で
行
わ
れ
た
談
義
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
引
用
の
『
抄
』

と
は
同
書
を
指
す
と
目
さ
れ
る
。

（
50
）「
維
時
寛
永
四
未
九
月
、
豊
山
勧
学
院
に
於
い
て
、『
初
心
鈔
』
の
開

講
の
砌
、
卒
爾
に
之
を
筆
記
し
、
即
座
に
廃
忘
を
補
う
の
み
。
希
く

は
後
学
、
焉
を
訂
正
せ
ん
こ
と
を
」（『
豊
山
全
書
』
第
七
巻
三
九
九

頁
下
段
）

（
51
）「
第
三
言
三
摩
地
者
已
下
、
三
摩
地
の
菩
提
心
を
明
す
。
是
れ
初
標

な
り
。
三
摩
地
の
菩
提
心
は
、
秘
密
内
証
の
心
地
、
真
言
不
共
の
所

観
な
り
。
勝
義
・
行
願
の
二
門
は
、
彼
も
亦
、
瑜
伽
行
者
の
所
観
と

雖
も
、
一
分
顕
に
共
ず
る
故
に
、
尚
是
れ
遮
情
門
の
中
の
智
悲
の
菩

提
心
な
り
。
入
密
前
方
便
の
分
斉
な
る
故
に
、
瑜
伽
深
秘
の
智
悲
と

為
に
非
ず
。
今
、
此
の
三
摩
地
門
の
中
に
於
て
は
、
内
証
甚
深
の
智

定
を
明
す
。
一
論
の
詮
要
、
此
に
在
り
」（
下
巻
一
丁
右
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

『
菩
提
心
論
』『
毘
盧
遮
那
三
摩
地
法
』

　

三
摩
地
段　

不
読
段　

頼
瑜　

杲
宝　

宥
快


